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序

S U{2)LX U(l)ゲージ対称性を持つ弱電相互作用の

標準模型1)は多くの実験データを良く再現している様に

思われる2)。しかしこの模型は何故右巻部が存在しない

かを説明しない.ゲージ群sum.×SU(2)iXcm

に基づく左右対称模型3)は上の問に一つの答を与えてい

る。即ち,右巻ゲ-ジポゾンの質量(�"wr)が左巻ゲ

ージポゾンの質量(ササwl)に比べて大きい為に低エネ

ルギー現象では右巻部が抑制され,近似的にS U(2)LX

U(l)対称性を有する様に振る舞う。しかし高エネル

ギー現象ではWRが生成されSU(2)LXU(l)模型とは

異なった現象を予言する。

低エネルギー現象で右巻部の効果を実験的に検証す

る試みが精力的になされて来ている。供えば〟中間子

崩壊現象を用いた5パラメータの測定4)や電子の縦偏極

度の測定5), △S-06)と17)のセミレプトニック崩壊現

象を使った実験等が挙げられる。

著者は△ S-1のセミレプトニック崩壊では〟崩壊や

A S-0のセミレプトニック崩壊に比べて右巻部の効果

が著しく増大する可能性がある事を指摘した。8)そこで

は次の事柄が示された.A-P e　崩壊では5つの方法

で形状因子の比Gl/Flが測定されており,それらは2つ

のグループに分けられるo　第一はパ1)ティ非保存の物

理量(αe, αVとαp)であり,他はパリティ保存の物理

量(αevと電子や陽子のエネルギー分布)である.測定

結果はSU 2), ×(7(1)群の標準模型では説明し難く(2

つのグループから得られるGl/Fl値間に矛盾が生じ

る), SU(2)LXSU(2)txua)群に現われる右巻部を

導入する事により自然に説明できる。 A崩壊の解析か

らK-JLy崩壊でのJL中間子の縦偏極度Pk*--

0.85±0.06を予言し標準模型による値-1より10数%ず

れる事を示したo最近の実験値は(PK,)exp - -0.970±

0.47'であり10数%の効果は期待できないかどの位の値

になるかは大変重要な問題である。

最近〃中間子崩壊現象のパラメータの測定により

fP^./p-0.9959を得,これはmwR>380G e Vに対応

し,右巻カレントの大きさの下限値に厳しい制限を得

たとの報告がなされた4).このデータは主にx>0.9(x

…」/」(max), Eは電子のエネルギー)の領域を使っ

て得られ,解析には2次の電磁補正の効果が取り入れら

れている。

この小論文では次の事を指摘する。〟中間子崩壊を用

いて右巻部の効果の大きさを検討する場合,高精度(例

えば精度1%以下)の議論をする為には2次の電磁補正

の効果を取り入れるだけでは不充分であり高次の電磁

補正の効果も重要である(特に*>0.9の領域では)0

〟崩壊の公式

SU(2)LXSU(2)txf/(l)対称性に基づく弱相互

作用のラグランジアンは次の様に書ける9)0

£ -豆覧wKve/le+ j/^TLju十cos et urLd+sindt

x cosOt uTLs+一

当策wRe"-{i7erRe+ i7^R// + cos (9iR u TRd
+sin6fcosdf ur*s-)

+h. c.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ここでSl(Sk)は左(右)巻のゲージ結合定数,WAWr)

は左(右)巻のゲージ粒子, /I-r,(l-γs), /r-γXi+

ys), 8K6F)は左(右)巻の小林一益川角であり, GJ

はc P非保存の角であるWuは弱固有状態とはWL-
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cosZWi +sznZWi, WR - -sinQVi +cosZmの関係にあ

るが,簡単の為混合角E-0とする。

式(1)から得られるJL崩壊(〟-e vv)の相互作用-

ミルトニアンは

Heff -官悉p〔end - γ5)レ蝣e-^l - γ5)p

+tfen(l+ γ5)レ^/(1+ γ蝣s)fi+h. c.〕　(2)

と書け,ここでえ-SRmWL/(gLmVIR)である。電子

の角分布とエネルギー分布は下式で与えられる。

a) -蕊(喜怒)¥l+A2)[(F+Fc)

ヰ諸pAG+ Gc)cosO),
F-x2(3-2x),

G-x2(l-2*),

ここでx…E E(ma x), Eは電子のエネルギー　Pu

は〟粒子の偏極度, βは電子の進行方向と〟粒子の偏

極方向とのなす角度であるoFcとGcは電磁補正により

生じた項であり,今までに2次の補正項しか計算されて

いない。 2次の補正項の具体的な型は

Fc-芸x2〔2Ci-2x)R(x)-Zlnx

・岩{(5+17* -34*2) ′n(莞x )
-22*+34x2}〕,

Gc-芸*2(2(ト2x)R(xト/nx

-岩{(1+x+34*2)伝(莞　+3

-lx -32*2+生狂二三ピ/サ(!-*)}〕,
∬

R{x)-{ln慧xト}{2ln[呈)
2>

十Hi-∫){lnx+l-‡)- lnx

・2U(x)一写II・

(6)

(7)

(8)

rx
*(*)--/
J。撃dt-真意(9)
で与えられている11)次の補正項の計算がなされてい

ないので,ここではF,Fc,GとGcの項の大きさを比

較する事により4次の補正項の重要性について考える。

結　　　　　果

与えられたx(x≧0.9)についてのF, Fc, GとGc

の値が表に示されている。この表よりFcとGcの値はx

表　与えられたEに対するF,Fc,G及びGcの値

、r F F r G c c

0 .9 0 0 .9 72 - 0 .0 2 98 - O .t 0 .0 14 6

0 .9 1 0 .9 7 7 - 0 .0 3 22 - 0 .6 7 9 0 .0 17 5

0 .9 2 0 .9 82 - 0 .0 34 9 - 0 .7 1 1 0 .0 2 0 7

0 .9 3 0 .9 86 - 0 .0 3 79 - 0 .74 4 0 .0 2 4 5

0 .9 4 0 .9 90 - 0 .04 13 ー 0 .7 7 8 0 .0 2 8 8

0 .9 5 0 .9 93 ー 0 .04 52 - 0 .8 1 2 0 .0 3 3 8

0 .9 6 0 .9 95 - 0 .0 50 0 ー <U 0 .0 3 9 9

0 .9 7 0 .9 9 7 ー 0 .0 5 60 - O .i 0 .0 4 7 6

O .i 0 .9 9 9 - 0 .0 64 4 】 0 .9 2 2 0 .0 5 8 0

0 .9 9 1 .0 00 - 0 .0 78 5 - 0 .96 0 0 .0 7 4 7

0 .9 95 1 .0 0 0 - 0 .09 2 6 - 0 .98 0 0 .0 9 0 4

0 .9 98 1 .0 0 0 - 0 .1 1 11 ー 0 .99 2 0 .1 1 0 1

0 .9 99 1 .0 0 0 - 0 .12 5 1 - 0 .99 6 0 .1 2 4 5

と共に増加し,例えばJC -0.99では約8%, x=0.999で

は約13%ある事が判る.実験値」 P,s/pに対応する

量はここでは

吉諾pp言語　　　　(10)
であり, (1-人2)/(1+え2)を1%以下の精度で決定する

為には(G+GJ/(F+Fc)の値に-1%の不定さがあ

ってはならない0　2次の電磁補正項の効果が5 -10%

なので, 4次の補正項の効果として0.5-1%期待され

る。 4次の電磁補正項は末だ計算されていないが,上の

事からもその重要性がうかがわれる。

要　　　　　約

弱相互作用の右巻カレントの大きさを押える実験の

精度が上がって来ている。JJ中間子崩壊での2次の電磁

相互作用による補正項の大きさを主項と比較する事に

より, 4次の補正項の重要性を指摘した。
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Summary

We point out the importance of the higher order radiative correction to 〟-decay. New date (with high

statistics) are reported on the right- handed currents. For example, Carr et al. obtained the limits

号PM3/p>0.9959 based on the measurement of the e+ spectrum end point in p* decay. The claimed size

of the right-handed currents effects is less than 0.4%.

It is shown in this paper that the effects to e+spectrum from the second order radiative co汀ection are

about 10% near the end point. So far, there is no calculation of the fourth or more higher order radiative

corrections to u decay. We expect, however, about one percent effects to n* spectrum from there higer

order co汀ections. It is necessary to include the higher order corrections to claime the limit of the

right-handed currents less than one percent.




